
Ⅰ．はじめに
　大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会
（2017年）で示された臨地実習に関する課題には，学生
が担当する患者選定の難しさ，学生が体験できる看護ケ
アの少なさや内容の制限，臨地実習での経験を活かせる
効果的な学修の連動等があり，臨地実習の教育の内容だ
けでなく，教育方法や実習科目の体制づくりにも関わる
内容があった．そのため，臨地における実習の指針とな
るガイドライン作成の必要性が示され，2020年 4月に
は参照基準として位置づく看護学実習ガイドラインが発
表された．看護学実習ガイドラインは，2022年度の新
カリキュラムの開始に向け，各大学でのカリキュラムの
策定・改正や実習要項の作成・改変の際，または実習施
設との連携・協働体制の構築に活用されることを意図し
ていた．さらに，実習施設の看護学実習指導に関わる者
の実習に関するスキル向上にも活用されることを意図し
て作成された．

　しかし，その矢先，わが国では 2020年 1月から新型
コロナウイルス感染症（以下 COVID-19と略す）の感染
拡大が始まり医療体制は大きな変化を強いられ，看護学
実習も実習施設の確保ができなかったり，受け入れる実
習学生の人数削減や病棟滞在時間の削減が求められたり
するなど従来の臨地実習が行えない状態となった．これ
に対して 2020年 2月 28日と 6月 1日に，文部科学省・
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厚生労働省は，COVID-19の発生に伴う医療関係職種等
の各学校養成所等の対応について通知し，看護学実習は
感染予防対策を講じた上で，時間短縮においても学修目
標が達成されるように計画すること，実習施設の確保困
難時は実習施設の変更や演習・学内実習によって必要な
知識・技術の修得をして差し支えない旨の周知をはかっ
た．そのため，看護学実習は COVID-19の感染拡大状況
と実習施設の受け入れ状況により，その都度，実習目標
が達成できるように実習方法や教育方法の工夫が求めら
れた．
　とくに成人看護学実習は急性期看護，慢性期看護，終
末期看護の 3つの時期を含めた 6単位実習であり単位数
が多く，各時期の看護における学習目標を達成するため
実習方法や教育方法の工夫が必要となった．このような
中，2020年度より COVID-19禍における看護学実習の
実習方法や教育方法について報告がみられるようにな
り，成人看護学実習についても様々な取り組みの報告が
なされてきた．
　今後，新カリキュラムの開始やウィズコロナに向け
て COVID-19禍で取り組まれてきた実習方法や教育方法
の活用および看護学実習ガイドラインを活用して看護教
育のさらなる質向上がはかれるように取り組む必要があ
る．そこで，本研究では COVID-19禍で取り組まれた成
人看護学実習の報告文献や本学の成人看護学実習の実施
状況から実習方法や教育方法の工夫を明らかにした．

Ⅱ．研究方法
1．対象
　2020年度からわが国で報告された COVID-19禍で
の成人看護学実習の文献と 2020年度と 2021年度に
COVID-19禍用に修正された本学の成人看護学実習要項
および実習担当教員の記載による実習実施記録とした．
2．データ収集と方法
1）文献の抽出
　論文の検索システムは医学中央雑誌Web版を用いて，
COVID-19の感染拡大が継続している 2020年から 2022
年（検索日 2022年 8月 30日）までに発表された論文を
検索した．検索式は，「COVID-19（コロナ）禍 AND看
護学実習 AND成人看護学」とし会議録を除外した 15
文献を抽出した．そのうち看護系大学の成人看護学実習
の取り組みを記載した原著論文および解説を含めた 12
文献を対象とした． 
　対象論文を「テーマ」「掲載雑誌名」「掲載年」「文献
の報告目的」「報告されていた実習科目」「COVID-19禍
での実習方法」「取り入れられた教育方法の工夫」につ
いての記述内容を抽出した．文献の著者の意図すること

を十分に読み込み，第三者の助言を取り入れ主観的にな
らないようにした．
2）本学の成人看護学実習および領域別実習の概要
　成人看護学実習は成人クロニックケア実習（以下，慢
性期実習と略す），成人クリティカルケア実習（以下，
急性期実習と略す），エンドオブライフケア実習（以下，
終末期実習と略す）の 3科目で構成されている．本学の
領域別実習は成人看護学実習の 3科目を含め 8科目の臨
地実習がある．1グループ 6名の 12グループが 8科目
を 7か月間（8月～ 2月）かけてローテーション方式で
臨地実習を行っている．ローテーションの時期により実
習施設は異なり複数の実習施設で実習を行っている実習
科目もある．臨地実習は他校との調整で定められた時期
に定められた実習施設でしか実施できず容易に実習施設
を変更できない状況である．
3）分析の視点
　COVID-19禍で行われた成人看護学実習の実習科目お
よび実習方法別に取り組まれた教育方法を抽出し，教育
方法の工夫内容を看護学実習ガイドラインの指針項目と
照合した．
3．用語の定義
　教育方法の工夫とは，従来の臨地実習とは異なった実
習方法の中で実習目標を達成するために学生の理解を得
る教育方法とする．
　COVID-19禍とは，COVID-19の感染拡大で医療体制
が変貌し，看護学実習も実習施設の確保ができなかった
り，受け入れ実習学生の人数削減や病棟滞在時間の削減
が求められたり従来の臨地実習が行えない状態とする．
4．倫理的配慮
　実習担当教員の記載による実習実施記録は，
COVID-19禍用に修正された本学の成人看護学実習要項
の実施状況を詳細に記載したもので，学生や患者等の個
人情報を削除し実施人数や実施時間・場所，具体的な教
員のかかわり内容等を記載した部分をデータとして使用
した．

Ⅲ．結　果
1．�文献から抽出されたCOVID-19禍での成人看護学
実習の実習方法と教育方法

1）対象文献の概要
　報告された実習方法は，大学と学生宅をつないだオン
ライン実習のみ（以下オンライン実習のみと略す）の報
告が 2件，臨地実習はなく医療施設と大学および学生宅
をつないだオンライン実習と対面での学内実習の組み合
わせ実習（以下オンライン・学内実習と略す）の報告が
5件，制限された臨地実習を行った報告が 5件であった．
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急性期実習のみを報告したものは 2件，慢性期実習のみ
を報告したものは 4件であった．終末期実習のみを報告
したものはなかった．また，急性期実習と慢性期実習を
組み合わせて報告したものは 6件であった．
2）実習方法別の教育方法の工夫（表1）
　（1）オンライン実習のみの実習の教育方法の工夫
　オンライン実習のみの報告は，中村ら（2021ａ）と
中村ら（2021ｂ）の 2件の報告であった．手術室とク
リティカルケア病棟，外来化学療法室や緩和ケア病棟と
いった特殊な看護の場の再現を念頭に，Microsoft Teams
や Zoomなどの ICTを活用して看護実践を解説した視聴
覚教材を提供していた．そして，受け持ち実習のように
看護過程の展開が行えるように，対象者のイメージがは
かれる医療映像専門業者の視聴覚教材の事例を使用した
り，独自に視聴覚教材の事例の模擬カルテを作成したり
していた．また，ICTを活用して，教員の実演やシミュ
レーション人形を使ってオンラインで観察が行えるよう
にしていたり，事例の看護に活用できる栄養指導動画の
作成をして配信したり疾患経験の教員の語りも配信して
いた．オンラインで複数の教員や学生とでカンファレン
スを行っていた．中村ら（2021ｂ）は，実習のすべて
がオンライン実習であるため実習評価の見直しも行って
いた．
　（2）オンライン・学内実習の教育方法の工夫
　オンライン・学内実習の報告では，オンライン実習の
みと同様に紙上事例で看護過程の展開を学習する方法が
報告されていた．
　紙上事例で看護過程を展開するにあたり，香川，渡邉，
岡本（2021）は 3週間で学生一人が 2事例の紙上事例を
学習できるようにしたり，松本，八巻，高橋，林（2022）
は病棟患者と外来患者を同じ患者とし学生がイメージし
やすいように病棟と外来に経時的なつながりをもたせ事
例の看護展開を学習させたりしていた．いずれの事例も
成人看護学実習で受け持つような代表的な疾患や生活状
況を有している事例としていた．
　情報収集の学習において，伊藤，唐津（2022）は，意
図的に必要な情報を探し出すことを目指して模擬カルテ
を活用し経時的な情報の追加を行っていたり，模擬患者
へのインタビューを取り入れたりしていた．模擬カルテ
の活用は，香川，渡邉，岡本（2021）も行っていた．
　学内実習では，紙上事例の看護計画を基に，実習生 2
名でモデル人形を使用して保清のシミュレーションを
行っていた（香川，渡邉，岡本，2021）．また，中川，房間，
浅井，森永（2022）はフィジカルアセスメント，呼吸訓
練，排泄介助，口腔ケア，離床援助，退院指導などの多
くの場面のロールプレイを行っていた．嶋津，船場，小
原，松田（2021）もリフレクションを用いた演習および
臨床判断能力を養う工夫を講じたロールプレイを実施し

ていた．
　また，臨地実習指導者に来校を依頼し病院の説明やカ
ンファレンスの参加など臨地実習指導者の協力を得てい
た（嶋津，船場，小原，松田，2021）．実習施設との協
力を得た教育方法として，中川，房間，浅井，森永（2022）
は，実習施設から Zoomを用いて講義やグループワーク
でのディスカッションを行い，多職種協働やチーム医療
の実際についての学習を提供していた．多職種連携につ
いて，嶋津，船場，小原，松田（2021）は紙上事例を通
して保健医療チームの連携を学ぶために理学療法士等の
他の専門職教員からの講義を取り入れていた．
　中川，房間，浅井，森永（2022）は，看護過程の展開
の学習においてMicrosoft Teamsを用いて事例の情報提
供を行っていたが，実習施設との通信には Zoomを用い
るなど活用する ICTを使い分けていた．
　（3）制限された臨地実習における教育方法の工夫
　制限された臨地実習を行った実習報告は 5件あり，臨
地実習日数が 1日の報告が 4件，4週間の内 1週間を行っ
た報告が 1件であった．
　行われた臨地実習 1日の内容をみると，益田，小田嶋
（2020）は急性期実習で ICUの見学実習を行っていた．
大鳥，鈴木，駒井，齋藤（2021）は慢性期実習で 1日の
病棟実習を取り入れていた．1日の病棟実習を行うにあ
たり臨地実習指導者と実習前より教員と協働し学内実習
を組み立ていた．その結果，臨地実習指導者は，1日の
病棟実習の目標達成のためにタイムマネジメントしなが
ら指導計画し，援助の説明をするとともに学生の知識を
引き出す工夫をしていたと報告（大鳥，齋藤，2022）し
ていた． 
　また，松浦ら（2021）は，実習途中での変更をできる
だけ避けるため病棟実習は全員 1日のみで，実習前に病
棟実習で見学したいこと・聞きたいことについて学生に
アンケート調査を行い，その結果を実習指導者と共有し
実習時に活用した．さらに劇団に依頼した模擬患者を受
け持つ形で看護展開を学内で行っていた．
　一方，実習期間の 4分の 1に当たる 1週間の臨地実習
を行った佐佐木ら（2022）は，成人看護学実習となる実
習科目を合わせて新たな実習期間を構成していた．1週
間の病棟実習を企画し 2週目からは学内で病棟実習事例
の看護過程の展開，紙上事例の看護過程の展開，オンラ
インで病棟外部門の専門職との講義も組み合わせて 4週
間の構成で実習を行っていた．
2．本学のCOVID-19禍での成人看護学実習の実習方
法と教育方法の工夫（表2）
1） 本学の COVID-19禍での臨地実習の方針と成人看護
学実習の実施状況

　2020年度 8月から開始する領域別実習施設に対して 6
月に実習受け入れ状況や条件を確認したところ，全面的
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表１－１　COVID-19禍での成人看護学実習の実習方法と教育方法
著者 実習

科目
実習
方法

記述されていた実習方法や教育方法 取り入れらた教育方法の工夫

中村ら
(2021a)

急
性
期

、
慢
性
期
・

終
末
期

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み

手術室とクリティカルケア病棟，外来化学療法室や緩和ケア病棟といった特殊な
看護の場を再現し，対象の特徴や看護実践を解説した視聴覚教材を活用してい
た．
Microsoft Teamsを使用し，カンファレンス，記録指導，教員の補足解説を取り入
れた．
看護技術体験，患者体験や患者の生活を理解するための調理実習など自宅環
境下で実施可能なワークを取り入れた．

・各時期の特殊病棟の看護の場の再現
・看護実践を解説した視聴覚教材を活用した看護過
程の展開
・Microsoft Teamsを活用したカンファレンスや指導
・患者生活を理解するための自宅での実践可能な生
活活動のワーク

中村ら
(2021b)

急
性
期

、
慢
性
期

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み

受け持ち実習に近づけるため，効果的な看護過程理解と事例イメージ化を考え実
施した．
対象者をイメージできるように「看護のためのアセスメント事例集を使用し模擬カ
ルテを作成した．
急性期受け持ち看護遠隔実習は胃がん患者事例を，慢性期受け持ち看護遠隔
実習は呼吸不全患者事例を使用した．
事例イメージ充実のために，視聴覚教材とその映像に連動した電子カルテ，教員
の実演，シミュレーター人形を使ったオンラインでの観察を行った．
実習事例の特徴によって，管理栄養学部と連携して作成した栄養指導動画や疾
患経験教員の語りを配信した．
人間関係の構築として複数教員や学生間でオンラインによるカンファレンスの再
現をした．
実習評価の項目を見直しを行った．

・受け持ち実習のように事例提供をして看護過程の展
開
・対象者のイメージ化を図るために市販の視聴覚教
材を活用
・視聴覚教材の事例の模擬カルテの作成
・教員の実演やシミュレーション人形を活用したオンラ
インでの観察
・管理栄養学部と連携した栄養指導動画の作成
・疾患経験の教員の語りの配信
・複数教員によるカンファレンス
・実習評価の見直し

香川ら
(2021)

慢
性
期
実
習

オ
ン
ラ
イ
ン
・

学
内
実
習

3週間で2事例の事例の看護過程を展開する．実習生2名でモデル人形で保清の
シミュレーションを行った．
シミュレーション，ロールプレイを中心とした対面授業と動画によるオンライン学習
を組み合わせたブレンディッドラーニングによる実習を計画した．
実習評価は，ルーブリック評価表を用いた実習生の自己評価と教員評価，評価面
接後に担当教員会議で決定した．

・2事例の紙上事例の看護過程の展開
・実習生2名でモデル人形で保清のシミュレーション
・シミュレーション，ロールプレイを中心とした対面授
業
・動画によるオンライン学習
・ルーブリック評価表を用いた実習生の自己評価と教
員評価

松本ら
(2022)

急
性
期
実
習

オ
ン
ラ
イ
ン
9
日
・

学
内
1
日
実
習

オンライン病棟実習5日，オンライン外来実習2日，学内演習1日とした．
オンラインがん看護実習1日，学習のまとめ1日に再編した．
学生３～４名を1グループとした．グループで看護問題全体発表会の資料を作成し
て発表した．事例は1事例とした．
看護展開は，事例患者を担当し学習した．
学生は病棟実習で1人の成人を担当したのち，外来で数年経った同一成人に再
会し，外来実習でも担当するという設定とした．
オンラインで実施した教員との模擬患者演習は,学生の実践場面を録画した．

・グループ学生数の調整
・グループで1名の紙上事例の看護過程の展開
・病棟看護と外来看護の関連を理解するための事例
の設定
・教員が模擬患者となっての演習
・演習の録画による振り返り

伊藤ら
(2022)

急
性
期

、
慢
性
期

学
内
実
習

従来の4週間実習に近い体験ができるようにプログラムした．
①様々な情報源から意図的に必要な情報を探し出すこと，②経時的に患者情報
が追加され状態が変化していくこと，③患者の状態をイメージできるようにモデル
人形や映像，インタビューによる視覚的情報を用いること，
④学生が立案した計画や看護実践をその都度振り返り評価することを体験でき
る．
以上の内容として，疑似カルテ，模擬患者へのインタビュー，術後モデル人形を用
いた観察，動画視聴を通した情報収集，術後の行動計画立案と振り返り，看護過
程の展開，退院指導計画の立案・実施・評価を行った．
個人ワークとグループワーク，ロールプレイを用いた．

・疑似カルテの活用
・模擬患者へのインタビュー，術後モデル人形を用い
た観察，動画視聴を通した情報収集
・術後の行動計画立案と振り返り
・紙上事例の看護過程の展開
・退院指導計画の立案・実施・評価
・個人ワークとグループワークの使い分け
・ロールプレイの実施

嶋津ら
(2021)

慢
性
期
実
習

オ
ン
ラ
イ
ン
・

学
内
実
習

学生が実習目標を達成し看護師と必要な対象理解を深めるため，学内実習にお
けるリフレクションを用いた演習及び臨床判断能力を養う工夫を講じたロールプレ
イを実施した．
①看護過程の展開とクリティカルシンキングの連動，②紙上事例の受け持ち患者
としての認識強化，③臨床判断能力の育成を目指して，1週目に紙上事例の看護
上の問題点の抽出，2週目に看護計画の立案・演習を実施，3週目に自己の看護
を振り返りを行った．
臨地実習指導者に来校依頼し病院の説明やカンファレンスの参加や保健医療
チームと連携では，紙上事例について理学療法学科の教員か講義をした．

・紙上事例の看護過程の展開
・リフレクションを用いた学内演習
・臨床判断を養う工夫をしたロールプレイ
・来校した実習指導者とのカンファレンス
・紙上事例について他職種の教員からの講義

中川 ら
(2022)

急
性
期

、
慢
性
期

オ
ン
ラ
イ
ン
・

学
内
実
習

実習施設との連携を保ちながら実習目標を達成できるように，ハイブリット型成人
看護学実習を導入した．
Teamsを用いて患者情報を提供し臨床判断モデルに基づいて看護過程の展開を
した．
フィジカルアセスメント，呼吸訓練，排泄介助，口腔ケア，離床援助，退院指導の
ロールプレイを実施し中範囲理論を用いた意味付けをした．
多職種協働とチーム医療の実際は，実習施設からZoomを用いた講義とグループ
ワークやディスカッションをした．

・Microsoft Teamsを用いて患者情報を提供し看護過
程の展開
・事例のフィジカルアセスメント，呼吸訓練，排泄介
助，口腔ケア，離床援助，退院指導のロールプレイ
・中範囲理論を用いた意味付け
・実習施設の指導者とZoomを用いた講義とグループ
ワークやディスカッション

表1-１　COVID-19禍での成人看護学実習の実習方法と教育方法



に実習受け入れを中止する施設もあれば日数や人数制限
等の条件下で実習を受け入れる施設も複数あった．本学
は，実習受け入れ可能な施設に実習学生人数を変更し，
実習施設が提示した条件下で従来通りのローテーション
方式で臨地実習を行うこととなった．そのため，各実習
科目は，感染拡大状況が変化することも念頭にオンライ
ン・学内実習計画と制限下の臨地実習計画を起案して，
その時期の実習施設の状況に合わせて実習を行うことと
なった．
　成人看護学実習で制限された臨地実習を行った学生の
割合をみると，2020年度は急性期実習で 25％，慢性期
実習で 55％，終末期実習で 100％，2021年度は急性期
実習で 74％，慢性期実習で 58％，終末期実習で 74％の
学生が臨地実習を行うことができていた．しかし，臨地
実習がなく遠隔・学内実習だけで実習科目を履修した学
生も存在した．

2）実習方法別の教育の工夫
　（1）オンライン・学内実習での教育方法の工夫
　急性期実習においては，急性期（周術期）にある患者
の代表的な紙上事例をグループごとに 1名提示して看護
過程を展開した．学内実習 3日間を，術前日・術当日・
術後 1日目と設定し，回復過程に沿ったシミュレーショ
ンを実施した．また，学生がより現実的な学習できるよ
う紙上事例は実習指導者の協力を得て作成した．さらに，
教員が電子カルテに模したノートパソコンに回復過程に
合わせて情報を追加し，学生は毎朝パソコンから情報収
集することから実習を開始するなどの工夫を行った．毎
日，実習開始時にはグループで思考を共有して整理し，
実習終了時にはカンファレンスを行い振り返りを強化し
た．
　慢性期実習においては，臨地実習を行う実習病棟の代
表的な慢性疾患患者の紙上事例をグループに 1名提示し
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著者 実習
科目

実習
方法

記述されていた実習方法や教育方法 取り入れらた教育方法の工夫

益田ら
(2020)

急
性
期
実
習

I
C
U
に
1
日
見
学
実
習

ICUの見学実習以外はpaper patientsを進め看護過程を展開した．
1シナリオはZoomで教員と一緒にバーチャル・シミュレーションを行ったが，残りの
4シナリオは自己学習とした．
シナリオ実施後はディフリーフィングを行った．

・ICUの見学実習
・紙上事例の看護過程の展開
・1シナリオはZoomで教員と一緒にバーチャル・シミュ
レーションの実施
・4シナリオは自己学習
・シナリオ実施後はディフリーフィングの実施

大鳥ら
(2021)

慢
性
期
実
習

病
棟
実
習
は
1
日

病棟1日実習でも本来の実習目的・目標を達成できる方法であることと，「臨地実
習指導者と教員の協働による実習指導」を重点課題として学内実習を組み立て
た．具体的には「病棟実習前の病棟オリエンテーション」「入院患者の看護過程展
開の指導」「学内における看護実践」「個人発表」等を実習指導者と実施した．

・実習指導者と学内実習の組み立て
・実習指導者による病棟実習前の病棟オリエンテー
ション
・入院患者の看護過程展開の指導
・学内における看護実践
・個人発表に対して実習指導者の参画

大鳥ら
(2022)

慢
性
期
実
習

病
棟
実
習
は
1
日

1日の病棟実習の目標達成のために，臨地実習指導者は，タイムマネジメントしな
がら指導計画し，援助の説明をするとともに学生の知識を引き出す工夫をしてい
た．

・実習指導者と考えた病棟1日実習
・臨地実習指導者がタイムマネジメントした臨地実習

松浦ら
(2021)

術
前
か
ら

退
院
ま
で
の
実
習

病
棟
実
習
は
1
日

1．実習途中での変更をできるだけ避けるため，病棟実習は全員1日のみで，1日
に1グループ3名×4つの病棟に分かれて実施し，学生が患者を受け持たない実
習とした．
2．実習前に病棟実習で見学したいこと・聞きたいことについて学生にアンケート調
査を行い，その結果を実習指導者と共有し実習時に活用した．
3．看護過程の展開は，1クールごとに異なる事例を作成し，劇団に依頼した模擬
患者を受け持つ形で行った．

・実習途中での変更を避ける
・1グループ3名×4つの病棟に分かれて実施
・学生が患者を受け持たない病棟実習
・実習前に学生に病棟実習に対する学生にアンケート
調査を実施
・アンケート調査結果を実習指導者と共有し実習時に
活用
・看護過程の展開は1クールごとに異なる事例を作成
・劇団に依頼した模擬患者を受け持つ

佐佐木ら
(2022) 成

人
看
護
学
の
実
習
を

合
わ
せ
た
実
習

病
棟
実
習
は

4
週
間
の
内

、
1
週
間

1週間の病棟実習，病棟実習事例の看護過程の展開，紙上事例の看護過程の展
開，リモートでの病棟外部門のオンライン講義を組み合わせて4週間を構成した．
病棟実習が行える人数にグループ編成を行った．
病棟実習以外では，オンラインと対面を組み合わせ，ディスカッションや発表の機
会を毎日確保し，tutoring効果や協同学習による学習効果が得られるように実施
した．

・1週間（4分の１）の病棟実習事例の看護過程の展開
・紙上事例の看護過程の展開
・病棟外部門の方とオンライン講義
・病棟実習が行える人数にグループ編成
・病棟実習以外ではオンラインと対面の組み合わせ
・ディスカッションや発表の機会を毎日確保

表1-２　COVID-19禍での成人看護学実習の実習方法と教育方法
表１－２　COVID-19禍での成人看護学実習の実習方法と教育方法
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表２　COVID-19禍での本学の成人看護学実習の実習方法と教育方法
表２　COVID-19禍での本学の成人看護学実習の実習方法と教育方法

実習
科目

実習
方法

記述されていた実習方法と教育方法 取り入れられた教育方法の工夫

急
性
期
実
習

急性期（周術期）にある患者の代表的な紙上事例をグループごとに
1名提示して看護過程を展開した．
学内実習3日間を，術前日・術当日・術後1日目と設定し，回復過程
に沿ったシミュレーションを実施した．
また，学内実習であっても学生がよりリアルな状況で学習できるよ
う，紙上事例は実習指導者の協力を得て作成した．
さらに，教員が電子カルテに模したノートパソコンに回復過程に合
わせて情報を追加し，学生は毎朝パソコンから情報収集することか
ら実習を開始するなどの工夫を行った．
そして，実習開始時にはグループで思考を共有して整理し，毎日の
実習終了前にはカンファレンスを行い，振り返りを強化した．

・代表的な紙上事例をグループごとに1事例の看護過程を
展開
・術前日・術当日・術後1日目の看護のシミュレーション
・紙上事例は実習指導者の協力を得て作成
・ノートパソコンに模擬カルテを作成して情報提供
・パソコンの模擬カルテから情報収集して毎日の実習開
始
・毎日，グループで思考を共有して整理する
・カンファレンスで振り返りの強化をはかり毎日の実習を
終了

慢
性
期
実
習

グループの実習病棟であった代表的な疾患の紙上事例を1名提供
し看護過程を展開した．
毎日，変化の追加情報を準備し，個々の学生の質問に応じて情報
提供した．
個別に看護計画を立案した後，グループで患者像のイメージと作成
した看護計画を共有した．
実習指導者に来校を依頼し，紙上事例の看護計画について臨床状
況をふまえて助言を得た．
看護計画の中からシミュレーション場面を学生が選択し3日間個別
にシミュレーションを行った．
患者会の方とZoomで入院と退院後の生活について学生とコミュニ
ケーションを行った．

・実習病棟での代表的な紙上事例1名の看護過程を展開
・学生の質問に応じて情報提供
・個別に看護計画の立案後，グループで患者像や看護計
画の共有
・来校した実習指導者から得る紙上事例の看護計画への
助言
・看護計画の中から学生が選択したシミュレーション場面
のシミュレーションを個別に実施
・患者会の当事者とオンラインでコミュニケーション

終
末
期
実
習

代表的な終末期患者の紙上事例1名を全員が個別に看護過程を展
開した．
終末期患者に対するコミュニケーションのロールプレイや苦痛を中
心としたフィジカルアセスメントのシミュレーションを学生一人ずつ行
い，オンラインで実習指導者も参加した．
また，オンラインで実習施設の臨床心理士やチャプレン，緩和ケア
認定看護師等から講義やテーマに対してのディスカッションを行っ
た．

・代表的な終末期患者の紙上事例1名の看護過程を展開
・終末期患者に対するコミュニケーションのロールプレイ
・苦痛を中心としたフィジカルアセスメントのシミュレーショ
ン
・ロールプレイやシミュレーションに対して実習指導者はオ
ンライン参加
・実習施設の臨床心理士やチャプレン，緩和ケア認定看
護師等からオンラインで講義やディスカッションの実施

急
性
期
実
習

病
棟
実
習
は
3
日

従来の実習施設の内，受け入れ可能な実習施設に変更した．
一人3日間は臨地実習ができるように，6名を病棟と学内チームに
分けた．
病棟実習は術後患者の看護見学実習として3日間実施した．
学内は，術後患者のシミュレーションとデブリーフィングを行った．
1週目と2週目は病棟チームと学内チームを入れ替えた．

・従来の実習施設で受け入れ可能な施設に変更
・病棟と学内チームに分け一人3日間の臨地実習
・病棟実習は術後患者の看護見学実習のみに限定
・学内での術後患者のシミュレーションとデブリーフィング
・1週ごとに病棟チームと学内チームの入れ替え

慢
性
期
実
習

病
棟
実
習
は
７
日

従来の慢性疾患患者が多い病棟で実習した．
学生1名が一人の患者を受け持ち看護過程を展開した．
＜2020年度から改善した2021年度の内容＞
病棟に滞在する学生は最大3名までとし，残りの3名は病院内の別
室で事前事後学習を行う．午前と午後チームに分けた．
受け持ち患者も同意の得られた方とし，成人期老年期を問わないと
した．
学内実習では受け持ち患者に対して病みの軌跡理論を用いて慢性
期看護を再考した．
実習指導者の来校は可能な範囲で行った．

・学生1名が一人の患者を受け持ち看護過程を展開
・人数制限内（最大3名まで）での病棟実習
・2チームで時間差を設けて病棟実習
・病棟実習外の学生は別室で事前事後学習
・同意を得るため受け持ち患者は成人期老年期を問わな
い
・学内発表に対して可能な範囲で実習指導者の来校を依
頼

終
末
期
実
習

病
棟
実
習
は
８
日

従来の緩和ケア病棟・ホスピスで実習した．
終末期実習においては，従来の日程で一人1名の受け持ち患者を
もった臨地実習を行った．
＜2020年度から改善した2021年度の内容＞
病棟やナースステーションで滞在する学生が４名以上にならないよ
うに，別室で待機している学生と交代した．
施設の状況に応じて可能な範囲でベッドサイドに行き看護実践を
行った．
受け持ち患者ケアのために病棟滞在する学生は，実習指導者がス
ケジュールを表示して学生や教員が調整した．

・従来の緩和ケア病棟・ホスピスで実習
・従来の日程で一人1名の受け持ち患者をもった臨地実
習
・人数制限内（最大3名まで）での病棟実習
・看護ケアや見学に応じて別室待機の学生と交代を調整
・施設の状況に応じて可能な範囲でベッドサイドで看護実
践
・実習指導者の協力を得て病棟滞在スケジュールの調整
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習
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て看護過程を展開した．従来から実習指導者に来校の依
頼をして理論活用をした実習の振り返りを行っていたこ
ともあり，COVID-19禍の学内実習においても来校の依
頼をして看護計画の発表，看護ケアのシミュレーション
への参加を得て指導や臨床状況の体験情報の協力を得
た．さらに，紙上事例では患者とのコミュニケーション
が体験できないため，患者会の協力を得てオンラインで
当事者から入院時や退院後の生活についての語りを得た
り，オンラインでコミュニケーションする時間を設けた
りした．
　終末期実習においては，代表的な終末期患者の紙上事
例 1名を全員が個別に看護過程を展開した．終末期患者
に対するコミュニケーションのロールプレイや苦痛を中
心としたフィジカルアセスメントのシミュレーションを
学生一人ずつに行い，実習指導者にはオンラインでの参
加協力を得た．また，オンラインで実習施設の臨床心理
士やチャプレン，緩和ケア認定看護師等からの講義や
テーマに対してのディスカッションを行った．
　（2）制限された臨地実習における教育方法の工夫
　急性期実習においては，臨地実習の初日は ICUなら
びに手術室見学実習（従来よりも短時間）を行い，学生
が急性期の特殊な環境を体験できるようにした．また，
人数制限のため 1週目に 3日間，2週目に 3日間病棟実
習を行うグループに分け，急性期の特徴的な場面を中心
に，観察やケア見学および一部ケアの実施を行った．学
内では術後患者のケアに対するシミュレーションを行っ
た．
　慢性期実習においては，従来の日程で一人 1名の受け
持ち患者をもった臨地実習を行ったが，病棟での人数制
限のため，午前チームと午後チームに分かれて病棟実習
を行った．病棟実習でない学生は病棟外の別室で事前事
後学習を行った．
　終末期実習においては，従来の日程で一人 1名の受け
持ち患者をもった臨地実習を行ったが，病棟やナースス
テーションで滞在する学生が 4名以上にならないように
別室で待機している学生と交代した．施設の状況に応じ
て可能な範囲でベッドサイドに行き看護実践を行った．
受け持ち患者ケアのために病棟滞在する学生は，実習指
導者がスケジュールを表示して学生や教員が調整した．

Ⅳ．考　察
１．�COVID-19禍で行われた成人看護学実習の教育方
法の工夫

　COVID-19感染症の感染拡大前に新カリキュラムの開
始に向け看護学実習ガイドラインが作成された．この看
護学実習ガイドラインでは，「病院，施設，在宅，地域

等の多様な場において，多様な人を対象として援助する
ことを通して，学生が対象者との関係形成を中核とし，
多職種連携において必要とされる連携・協働能力を養い，
看護専門職としての批判的・創造的思考力と問題解決能
力の醸，高い倫理観と自己の在り方を省察する能力を身
に付けることを目指す」と示されており，成人看護学実
習は，主に病院の病棟や外来等で治療を受けている多様
な人々を対象として，急性期看護や慢性期看護，終末期
看護を学び学修目標を達成する．
　成人看護学実習の対象者は医療負担の大きいクリティ
カルケア領域や感染症リスクの高い対象者であるため，
COVID-19感染症の感染拡大により臨地で学生が対象者
から学ぶ機会が減少した．そのため，看護専門職として
の能力を身に付けることを目指して，実習方法を変更し
教育方法を工夫して学生に提供することとなった．
　他者との対面ができないオンライン実習のみで工夫さ
れていたことは，ICTを活用して成人看護学実習の実習
目標に応じた医療映像専門業者の視聴覚教材を活用し，
学生が具体的なイメージを抱ける工夫であった．紙上で
の看護過程の展開を行うために，事例をイメージしやす
い視聴覚教材の選出をしたり，臨床と同じようにカルテ
から情報収集できるように独自の模擬カルテを作成した
りしていた．また，教員の実演やシミュレーション人形
を使ってオンラインでも観察ができる工夫をしていた．
対面での学習が困難な状況では，ICTを活用しオンライ
ンで観察をしてほしい画面の情報提供をしたり複数の人
とコミュニケーションしたりして観察力やコミュニケー
ション力を鍛える工夫をしていたと考える．
　ICTの活用においては，大学側も学生側も通信環境が
十分整っていない中で使用する視聴覚教材の選択や通信
環境に応じた教材の熟成が必要であった．視聴覚教材は，
提供側の意図によって場面の選択が行われ学習者の視聴
覚が中心となった情報となる．学習者が得たい情報を自
ら収集したり視聴覚以外の情報収集や対象者を取り巻く
環境全体の観察をしたりすることが困難である．オンラ
インでの観察は，COVID-19禍でオンライン診療が行わ
れてきたことからも重要な技術となる．ICTを活用した
オンラインで何を見聞き判断していくのか，また対象者
とオンラインでどのようにコミュニケーションしていく
のか，オンラインで可能な観察力やコミュニケーション
力を高める教育が今後必要となってくると考える．模擬
カルテにおいては，学生に活用してほしい情報を記載し
ておくだけでなく，学生が多くの情報から必要な情報を
選択しアセスメントに必要な情報を追加収集できる模擬
カルテの教材が必要と考える．COVID-19禍は，看護学
実習において ICTを活用した教育への取り組みを加速
したものと考える．
　臨地実習がなくても他者との対面が可能なオンライ
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ン・学内実習で工夫されていたことには，提供された紙
上事例の看護に関係した様々な場面でのロールプレイや
シミュレーションを行い，その振り返りを重視する教育
であった．シミュレーション教育は，実際に遭遇する臨
床場面や実践的な経験を再現することで，患者を危険に
さらすことなく個人のスキルやチームのスキルを洗練す
ることができるとして看護教育の中に取り入れられてき
ている．シミュレーションには人形や学生・教員をモデ
ルとするだけでなく，松浦ら（2021）の報告のように演
技の専門家である劇団に模擬患者を依頼するなど現実的
なシミュレーションが行える工夫をしていたと考える．
　また，本学のように学内でのシミュレーションやロー
ルプレイに実習指導者の参加を依頼したり，中川，房間，
浅井，森永（2022）の報告のように実習施設から Zoom
を用いて講義やグループワークへの参加協力を得た工夫
は，学内実習でも臨地実習と同様に学生が実習指導者と
交わり実際の看護を知る機会であった．またオンライン
での交流は，実習施設の他職種だけではなく，本学の
ように患者会の当事者との交流もあり，COVID-19禍で
制限された人間関係を拡大する工夫であったと考える．
COVID-19禍での学内実習において実習指導者の参加協
力を得たことは，医療現場の実践的な情報を得るだけで
なく，学生が教員以外の看護職と交流し看護チームの一
員としての自覚を体得する機会であったとも考える．こ
のことをきっかけに，COVID-19禍においても学生の実
習学習を支援してくれる実習指導者や患者体験者等の存
在が，学生の看護専門職としての自己研鑽につながって
いくと期待したい．
　制限された臨地実習において最も必要視され工夫さ
れたことは，実習指導者との連携・協力であったと考
える．従来の日数やグループ人数では実習が困難なた
め，臨地実習で学べることは何か何を学ばせたいのかを
明らかにして，教員と実習指導者が話し合いを重ね実習
スケジュールを進めることが求められた．臨地実習の内
容について，実習前に学生にアンケート調査を行い実習
指導者と結果を共有し実習時に活用した報告（松浦ら，
2021）や 1日の病棟実習を行うにあたり臨地実習指導者
と実習前より教員と協働し学内実習を組み立てていた報
告（大鳥，鈴木，駒井，齋藤，2021）のように実習指導
者との連携・協力は強化されていた．
　また，制限された臨地実習では佐佐木ら（2022）の報
告のように，成人看護学実習で複数ある実習科目（急性
期実習，慢性期実習，終末期実習）を合わせて新たな実
習を構成するなど，成人看護学実習領域内で協力し合い，
社会状況や学習環境によって新たな方法を取り入れて臨
機応変に対応する工夫も必要であると考えられた．
　このように COVID-19禍において成人看護学実習は，
対面での受け持ち実習ができない場合は紙上事例で看護

過程を展開し，ICTを活用してオンラインで観察力やコ
ミュニケーション力を鍛える工夫をしたり，学内で様々
なシミュレーションを実施したりして看護の思考や実践
力を鍛えていた．また，実習指導者や実習施設の他職種
とオンラインや対面で協力を得ながら臨床の状況を学べ
る工夫を行っていたことが明らかになった．
2．�COVID-19 禍での取り組みと看護学実習ガイドラ
インを活用していく本学の課題

　COVID-19禍以前に，わが国の看護系大学の臨地実習
の課題の対策として看護学実習ガイドラインが作成され
指針が示された． COVID-19禍で取り組まれてきた実習
方法や教育方法の工夫と看護学実習ガイドラインの指針
を活用し本学の課題を検討する．
　「指導の体制づくり」については，大学教員と実習指
導者等による連携・協働を重視した指針が看護学実習ガ
イドラインで示されている．本学は従来の実習より実習
指導者には来校の依頼をして（横井，前川，本田，米田，
奥津，2012），実習のまとめのディスカッションや実習
評価について協力を得ていた．このこともあり，今回の
学内実習への協力は得られやすく制限下での臨地実習の
導入においても受け持ち患者選定やシャドウイングの場
面設定の協力が得られたと考える．COVID-19禍での実
習における協力を機会に，さらに実習指導者と連携を深
め学生が臨地実習で効果的な学びができるようともに考
えていきたい．
　「看護学実習における倫理および安全管理に関する
調整」については，従来の医療関係者のためのワクチ
ンガイドラインを基にした感染予防対策だけでなく，
COVID-19禍では行政機関が提供している COVID-19対
策が追加されていくこととなる．また，COVID-19禍で
は ICTを活用してオンライン実習が多く取り入れられ
たことから，ICTを活用しての看護学実習では今まで以
上に情報倫理に対する教育の強化が必要と考える．
　「看護学実習前の調整」においては，COVID-19禍で
実習施設の受け入れ状況の確認や指導体制で多くの調整
が行われた． COVID-19禍のように急激に変化し制限が
かかる医療情勢の中で，看護学生に貴重な臨地実習で何
を学ばせていくのかを検討したように，実習前から実習
指導者と教員との連携の強化と協働した調整が今後も必
要と考える．
　また，COVID-19禍での実習開始前の学生への支援と
して，学生の健康管理や感染予防対策など通常の実習
とは異なった実習準備の支援が必要とされた．看護系
大学では臨地実習や学修面でのストレスを感じている
学生が多く COVID-19の状況で悪化する可能性があると
報告（安部，下司，福地，2021）されている．本研究
は COVID-19禍での実習方法や教育方法の工夫に着眼し
た内容の抽出であったためか，実習前や実習中での学生
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のストレス緩和に対する教育の工夫の報告は見当たらな
かった．しかし，本学のように実習施設や地域の感染状
況に応じて制限下の臨地実習と臨地実習なしのオンライ
ン・学内実習が切り替わって行われることは，学生にス
トレスを与えていたと考えられる．今後，COVID-19禍
での実習における学生のストレス状態を把握し，実習の
学修目標の達成とともに学生のストレス緩和に向けた取
り組みも必要であると考える． 
　「ケアへの参画における指導方法」については，
COVID-19禍では最も困難な教育的なかかわりであっ
た．看護学実習ガイドラインでも示されているように，
看護学実習は学生が看護過程に基づき適切な看護ケアを
提供することを学修することであるが，COVID-19禍で
は看護ケアの提供が困難であった．そのため学内実習に
おいては，実習指導者を交えて看護過程の思考を鍛えた
り臨地実習で遭遇される場面でのロールプレイやシミュ
レーションを行って，学生の看護ケアへの実践力を鍛え
たりしていた．この指導においても COVID-19禍の看護
学実習では，教員と実習指導者と連携・協働による指導
方法の強化なされたものと考える． 
　看護学実習ガイドラインで示されている実習施設や実
習指導者との連携・協働は，COVID-19禍の実習で強化
されてきたこともあり，今後も連携・協働した教育を
行っていく．看護学実習ガイドラインの指針に加えて，
COVID-19禍では，ICTを活用した看護学実習が多く行
われたことから実習で取り扱う情報に対して情報倫理の
教育を強化したり，従来の実習とは異なった COVID-19
禍の実習で生じる学生のストレスにも配慮した教育の工
夫が必要と考えられた．

Ⅵ．結　論
　COVID-19禍において成人看護学実習は，対面での受
け持ち実習ができない場合は紙上事例で看護過程を展開
し，ICTを活用してオンラインで観察力やコミュニケー
ション力を鍛える工夫をしたり，学内で様々なシミュ
レーションを実施したりして看護の思考や実践力を鍛え
る工夫をしていた．また，実習指導者や実習施設の他職
種とオンラインや対面で協力を得ながら臨床の状況を学
べる工夫を行っていたことが明らかになった．
　今後，看護学実習ガイドラインの活用と COVID-19禍
の実習で生じた課題に取り組み，新カリキュラムの開始
とウィズコロナの中で看護教育の質向上を目指してい
く． 
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